
競技注意事項 
１．規則について  

（１）本大会は、２０１６年度日本陸上競技連盟競技規則・同駅伝競走規準ならびに本大会要項及び

競技注意事項に基づいて実施する。  

 

２．競技者の変更について  

（１）選手変更及び区間変更は、監督会議（平成２９年１月１０日（火））までとする。 

※プログラム冊子掲載の選手名簿は、１月１０日までの変更分となります。 

（２）大会当日の選手変更については、補欠選手との変更のみとする。但し、感染症や流行性の

疾病によって、選手及び補欠選手まで欠場の場合は、大会実行委員長及び監督・支部長の

了承を得て、選手を変更してよいものとする。その際に選手変更届(当日用)を受付に必ず

提出すること。当日変更は５０名以上から有料（データ処理代）となります。 

 

３．ナンバーカードについて  

（１）第１レース・第２レースのナンバーカードは１人１枚（主催者用意）。レース用ユニフォームの 

   前面（胸）に付けること。  

  （２）第１レース・第２レースのナンバーカードは、監督会議時に、記念品と共に配布する。 

  （３）第３レース支部団体レースのナンバーカードは、各支部市民体育祭時に使用しているゼッケン 

     を使用すること。 

 

 ４．タスキについて 

  （１）タスキは本大会事務局にて用意する。 

     ※タスキにタイム測定用のチップが着く関係で、各チームで用意したタスキは使用しない。 

 

５．大会当日のコール・招集について  

（１）第１次コール及び招集  

①当日朝のチーム受付を１次コールとする。  

②チーム受付は、チームの監督が責任を持って行うこと。（代理不可） 

（２）第２次コール及び招集  

①２次コールは、レース２０分前までとし、チームの監督もしくはコーチが責任を持って選手

を招集し、２次コールを受けさせること。 

 ※第１レース ８：１０～８：２０まで 

  第２レース ９：２０～９：３０まで 

②２次コールに来ない場合は、失格とする。 

③第２招集後は、中継所付近の確認できる位置で待機すること。 

  

６．チームの荷物について  

   （１）チームで管理をすること。 

   （２）走行前の荷物に関しては、選手招集所脇ブルーシートを活用する。 

 

７．競技について  

（１）第１走者のスタート要領は次の通りである。  

①５分前にスタートライン付近に誘導する。  

②「２分前」のアナウンスですぐにスタートできる準備を行うこと 

③「１分前」のアナウンスで、レースができる服装でスタートラインに整列する。  



（２）走行について 

①競技者は、原則として道路の中央より左側を走らなければならない。また、交差点では、 

 交差点の中心から右に出てはならない。 

②突発的な事故により競技役員が以後の競技続行が困難であると判断した場合（当該競技者 

の意志確認が不能の場合も含む）には、その時点で直ちに道路の左端に移動させ救護する。 

（３）助力について 

①競技者は競技中、いかなる助力も受けてはならない。 

②人または車両による併走行為は、いっさい認めない。 

③正常な走行ができなくなった競技者を一時的に介護するために、競技役員が競技者の体に 

触れるのは助力とみなさない。 

（４）（２・３）の場合は、当該チームのその区間の競技を無効とする。  

ただし、次の区間走者からオープン参加することができる。チーム全体の記録は認められず、

無効となった区間以降の全ての区間記録と成績も参考記録となる。  

（５）たすきの中継について 

①「たすき」は、肩から脇下に斜めに掛けて走るものとする。首にぶら下げたり、腰に巻いた

り、手に持って走ってはならない。 

②「たすき」の受け渡しは、中継線を越えてから、確実に手渡さなければならない。  

ただし、中継所前後（中継手前４００M・中継後２００M）では手に持って走ってもよい。  

③「たすき」を受ける走者は、ユニフォームになり指定された場所内で待機する。チーム名 

を呼ばれたら、直ちに中継線に位置すること。  

④２チーム以上の走者が近接して中継線に近づいた場合、先頭チームの次走者から進行方向 

右側に並ぶこと。  

⑤走り終わった競技者の救助のために、付添人等が中継ゾーンに入ることは認めない。  

（６）緊急車両（救急車等）の通過・横断を最優先とし、役員の指示に従うこと。 

  

８．繰り上げスタートについて  

（１）大会運営上、支障をきたすと判断した場合、繰り上げスタートする。 

（第１・２レース共にトップ通過より３０分後とする） 

（２）繰り上げスタートの場合、その競技者は白色の「タスキ」でスタートする。 

 

９．競技に関する異議等の申し立てについて 

 （１）監督のみとする。コーチ、選手は無効とする。 

 

１０．運営役員主任者会議、監督会議、  

○運営役員主任者会議：１月１０日（火）１９ 時００分 東金市役所４階 会議室 

○監督会議：１月１０日（木）１９ 時００分 東金市役所５階 会議室 

    ※監督会議には、監督が必ず出席をしてください。 

    ※監督会議時に、出場料の支払い・スタート位置の抽選・ゼッケン、記念品の配布を行います。 

    ※特別な事情により監督が出席できない場合は、代理人の出席を認める。 

    ※複数チームの代理人として出席する場合、責任を持って全チームへ注意事項等伝達すること。 

 

１１．閉会式及び表彰について  

（１）閉 会 式：１月１５日（日）１２ 時００分（予定） 東金アリーナメインアリーナ 

    ※入賞支部及びチーム、区間賞受賞者は必ず出席してください。 

 

 



１２．応援について 

（１）沿道の保護者、チーム関係者は、大会運営に支障をきたしたり、一般の方に迷惑がかかっ 

たりしないように各チームにおいて指導をする。（沿道や脇道への駐車等は禁止する） 

  

１３．駐車場について 

  （１）大会当日は、誘導員の指示に従い指定された場所に駐車すること。 

   ○来賓（駐車券有）       ⇒ 東金アリーナ駐車場（体育館脇） 

   ○一般（選手・チーム関係者・応援） ⇒ 東金アリーナ駐車場（体育館脇）及び臨時駐車場（陸技裏） 

   ○役員                         ⇒  下水対策課駐車場 

   ※駐車場に限りがあるため、なるべく乗り合わせにてご来場くださいますよう、特にチームの応援 

    や関係者には周知願います。 

   ※東金文化会館の第３駐車場を、大会の駐車場として借用しております。 

   ※路上駐車は、絶対におやめください。 

 

１４．バスについて 

  （１）バスの乗降については、大会当日誘導員の指示に従い、臨時駐車場に停車させ速やかに乗降さ 

     せること。 

  （２）乗降後、バスは東金文化会館第３駐車場へ駐車・待機する。 

  （３）帰路の乗車の際には、各チームの担当者が運転手と事前に連絡を取り、バスがアリーナ脇駐車 

     場及び路上にて待機することの無いようにすること。特に東金アリーナ前の一般道での乗降は 

おやめください。 

 

１５．場所取り・テント設営について 

  （１）各チームの待機場所は、陸上競技場内芝生スタンドをご利用ください。 

  （２）芝生スタンド内では簡易テント及びタープテントのみ設営できます。 

  （３）陸上競技場内更衣室やメインスタンドにシートを敷いての場所取りは禁止します。 

 

１６．のぼり旗・横断幕について 

  （１）のぼり旗及び横断幕の設置は芝生スタンド後部の手すりのみとし、コース上及びメインスタン 

     ドには設置できない。 

  （２）強風の場合は、撤去支持をすることがある。 

 

１７．ウォーミングアップについて 

  （１）当日の朝、陸上競技場内及び路上コース、陸上競技場外周路を使ってのウォーミングアップの 

     一切を禁止する。（会場準備のため） 

  （２）ウォーミングアップの会場として、家徳スポーツ広場を開放する。 

 

１８．その他  

（１）ゴミについては必ず持ち帰りください。 

（２）トイレについては、東金アリーナ内の施設も利用できます。 

（３）更衣・シャワールームに関しても、東金アリーナ内の施設をご利用ください。 

（４）閉会式までの間、当日ゲストランナーである原裕美子さんのランニングクリニックをメイン 

アリーナにて行います。事前の申し込みは不要です。参加を希望される方は、室内履きをご 

準備ください。 


